
第61期定時株主総会招集ご通知に際しての

インターネット開示事項

第61期
（2019年5月1日から2020年4月30日まで）

連　結　注　記　表

個　別　注　記　表

法令並びに当社定款の規定に基づき、上記の事項につきまして
は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 当 社 ウ ェ ブ サ イ ト
（https://www.kyowakogyosyo.co.jp/）に掲載することにより、
株主の皆様に提供しております。

表紙



連結注記表

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記

(1) 連結の範囲に関する事項

・連結子会社の数　　　　　　　　１社

・連結子会社の名称　　　　　　　共和機械（山東）有限公司

(2) 持分法の適用に関する事項

・持分法を適用した関連会社の数　１社

・会社の名称　　　　　　　　　　株式会社ネツレン小松

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結子会社の共和機械（山東）有限公司の決算日は12月31日であります。連結計算書類作

成にあたっては、仮決算を行い３月31日現在の計算書類を作成し、連結決算日との間に生じ

た重要な取引については連結上必要な調整を行っております。

(4) 会計方針に関する事項

①　重要な資産の評価基準及び評価方法

有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券･･････････償却原価法（定額法）

その他有価証券

時価のあるもの････････････期末決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は

全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定）

ただし、組込デリバティブを区分して測定することが

できない複合金融商品については、全体を時価評価し、

評価差額を損益に計上しております。

時価のないもの････････････移動平均法による原価法

デリバティブの評価基準及び評価方法

デリバティブ････････････････時価法

たな卸資産の評価基準及び評価方法

製品・原材料・仕掛品････････先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

貯蔵品･･････････････････････最終仕入原価法

②　重要な固定資産の減価償却の方法

有形固定資産････････････････

（リース資産を除く）

当社は定率法、在外連結子会社は定額法を採用してお

ります。

ただし、当社は1998年４月１日以降に取得した建物（建

物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得

した建物附属設備及び構築物については、定額法を採

用しております。
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主な有形固定資産の耐用年数は以下のとおりでありま

す。

建物及び構築物　　　３～38年

機械装置及び運搬具　４～10年

無形固定資産････････････････定額法を採用しております。

（リース資産を除く）　　　　主な無形固定資産の耐用年数は以下のとおりでありま

す。

自社利用のソフトウエア　５年

リース資産･･････････････････リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額

法を採用しております。

③　重要な引当金の計上基準

貸倒引当金･･････････････････売掛債権等の貸倒れに備えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を

計上しております。

賞与引当金･･････････････････従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支

給見込額を計上しております。

役員退職慰労引当金･･････････役員の退職慰労金の支給に充てるため、内規に基づく

期末要支給額を計上しております。

④　重要な外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算の基準

　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は

損益として処理しております。なお、在外子会社等の資産及び負債は、決算日の直物為

替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差

額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めて計上しております。

⑤　その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項

退職給付に係る会計処理の方法　  退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職

給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とす

る方法を用いた簡便法を適用しております。

消費税等の会計処理　　　　　税抜方式によっております。
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２．連結貸借対照表に関する注記

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 7,913,207千円

(2) 圧縮記帳により直接減額している固定資産

建物及び構築物 45,394千円

機械装置及び運搬具 42,286

土地 67,854

その他 3,723

計 159,258

３．連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

普通株式 1,360千株

(2) 配当に関する事項

①　配当金支払額

決 議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効 力 発 生 日

2019年７月25日
定 時 株 主 総 会

普 通 株 式 108,618 80 2019年４月30日 2019年７月26日

②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

決 議 予 定 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効 力 発 生 日

2020年７月21日
定 時 株 主 総 会

普通株式 利益剰余金 108,618 80 2020年４月30日 2020年７月22日
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４．金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

①　金融商品に対する取組方針

　当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、また、資金調達につい

ては銀行借入による方針であります。デリバティブは事業活動上生じる金融の市場リスク

を回避する目的で利用しており、投機的な取引は行わない方針であります。デリバティブ

を組み込んだ複合金融商品の購入については充分な協議を行うこととしております。

②　金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

　営業債権である受取手形及び売掛金、電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒されてお

ります。当該リスクに関しては、当社グループの与信限度管理規程等に従い、取引先ごと

の期日管理及び残高管理を行うとともに、主な取引先の信用状況を１年ごとに把握する体

制としております。

　有価証券及び投資有価証券である株式及び債券は、市場価格の変動リスクに晒されてお

りますが、主に業務上の関係を有する企業の株式、満期保有目的の債券及び社債であり、

把握された時価が四半期ごとに決算内容とともに取締役会に報告されております。

　営業債務である買掛金及び未払金は、１年以内の支払期日であります。

　借入金は、固定金利にて調達した長期借入金（原則として３年以内）であり、主に設備

投資に係る資金調達であります。

　また、営業債務である買掛金、未払金及び借入金は流動性リスクに晒されておりますが、

当社グループでは、月次に資金繰り計画を作成するなどの方法により管理しております。

　デリバティブ取引は、輸出入取引の為替相場変動によるリスクの軽減を目的として、為

替予約を行っております。

③　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価には、市場価格に基づく価格のほか、市場価格がない場合には合理的に

算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでい

るため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することもあります。

－ 4 －

連結注記表



(2) 金融商品の時価等に関する事項

　2020年４月30日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の

とおりであります。

連結貸借対照表計上額 (*) 時価 (*) 差額

(1) 現金及び預金 4,239,280千円 4,239,280千円 －千円

(2) 受取手形及び売掛金 1,520,785 1,520,785 －

(3) 電子記録債権 477,401 477,401 －

(4) 有価証券及び投資有価証券

① 満期保有目的の債券 1,700,000 1,700,000 －

② その他有価証券 1,360,411 1,360,411 －

(5) 買掛金 (385,960) (385,960) －

(6) 未払金 (265,285) (265,285) －

(7)
長期借入金
(１年内返済予定の長期借入金を含む）

(428,000) (427,785) (214)

(*) 負債に計上されているものについては、（　）で示しております。

（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

(1) 現金及び預金、(2) 受取手形及び売掛金、(3) 電子記録債権

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価

額によっております。

(3) 有価証券及び投資有価証券

　これらの時価については、株式は取引所の価格によっており、債券については、取引所

の価格又は取引金融機関等から提示された価格によっております。

(4) 買掛金、(5) 未払金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価

額によっております。

(6) 長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）

　長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定さ

れる利率で割り引いて算定する方法によっております。

（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

① 非上場株式（連結貸借対照表計上額84,890千円）は、市場価格がなく、時価を把握するこ

とが極めて困難と認められるため、「(4) 有価証券及び投資有価証券」には含めておりま

せん。

② 関係会社株式（連結貸借対照表計上額237,502千円）は、市場価格がなく、時価を把握す

ることが極めて困難と認められるため、記載しておりません。
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５．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 8,392円44銭

(2) １株当たり当期純利益 300円09銭

６．重要な後発事象に関する注記

　該当事項はありません。

７．追加情報

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、世界的に建設機械業界の需要が低調に推移す

る中で、需要が一層低下する状況となっております。外部の情報等に基づき、このような状況

は今後も翌連結会計年度にわたって継続すると仮定し、繰延税金資産の回収可能性等の会計上

の見積りを実施しております。

　しかしながら、新型コロナウイルス感染症拡大による影響は不確定要素が多く、翌連結会計

年度の当社グループの財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。
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個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券……………償却原価法（定額法）

関連会社株式……………………移動平均法による原価法

その他有価証券

時価のあるもの………………期末決算日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価

は移動平均法により算定）

ただし、組込デリバティブを区分して測定することが

できない複合金融商品については、全体を時価評価し、

評価差額を損益に計上しております。

時価のないもの………………移動平均法による原価法

(2) たな卸資産の評価基準及び評価方法

製品・原材料・仕掛品…………先入先出法による原価法

（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法により算定）

貯蔵品……………………………最終仕入原価法

(3) 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産……………………

（リース資産を除く）

定率法によっております。ただし、1998年４月１日以降

に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４

月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物につい

ては、定額法を採用しております。主な有形固定資産の

耐用年数は以下のとおりであります。

建物　３年～38年　機械及び装置　10年

無形固定資産……………………定額法を採用しております。

（リース資産を除く）　　　　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内にお

ける利用可能期間（５年）に基づいております。

リース資産………………………リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額

法を採用しております。

(4) 引当金の計上基準

貸倒引当金………………………売掛債権等の貸倒れに備えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を

計上しております。

賞与引当金………………………従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支

給見込額を計上しております。

退職給付引当金…………………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末におけ

る退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上し

ております。退職給付引当金及び退職給付費用の計算

に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付
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債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

役員退職慰労引当金……………役員の退職慰労金の支給に充てるため､内規に基づく

期末要支給額を計上しております。

(5) 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

　外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として

処理しております。

(6) 消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。

２．貸借対照表に関する注記

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 7,667,211千円

(2) 圧縮記帳により直接減額している固定資産

建物 43,745千円

構築物 1,648

機械及び装置 42,286

工具、器具及び備品 3,723

土地 67,854

計 159,258

(3) 関係会社に対する金銭債権・債務

短期金銭債権 56,345千円

短期金銭債務 64千円

３．損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

営業取引による取引高の総額 568,072千円

営業取引以外の取引による取引高の総額 13,170

４．株主資本等変動計算書に関する注記

当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

普通株式 2千株
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５．税効果会計に関する注記

(1) 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別内訳

（単位：千円）

繰延税金資産

賞与引当金 49,810

たな卸資産評価損 21,917

未払事業税 1,946

未払社会保険料 7,353

ゴルフ会員権評価損 5,947

退職給付引当金 67,263

役員退職慰労引当金 77,526

関係会社出資金評価損 277,781

その他 25,196

繰延税金資産　小計 534,743

評価性引当額 △370,005

繰延税金資産　合計 164,738

繰延税金負債

特別償却準備金 △820

その他有価証券評価差額金 △144,893

繰延税金負債　合計 △145,714

繰延税金資産の純額 19,023

(2) 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、

当該差異の原因となった主要な項目別内訳

法定実効税率 30.4%

（調整）

交際費等永久に損金に算入されない項目 1.0%

受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △0.9%

住民税均等割 0.5%

評価性引当額の増減 2.0%

税額控除 △4.2%

その他 △0.4%

税効果会計適用後の法人税等の負担率 28.4%
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６．退職給付に関する注記

(1) 採用している退職給付制度の概要

　当社は、退職金規程に基づく社内積立の退職一時金制度のほか、中小企業退職金共済制

度に加入しております。

　また、退職金制度の別枠で石川県機械工業企業年金基金に加入しており、このうち、自

社の拠出に対応する年金資産の額を合理的に計算することができない制度については、確

定拠出制度と同様に会計処理しております。

(2) 簡便法を適用した確定給付制度

① 簡便法を適用した制度の、退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

退職給付引当金の期首残高 205,708千円

　退職給付費用 43,156

　退職給付の支払額 △6,263

　制度への拠出額 △21,340

退職給付引当金の期末残高 221,261

② 退職給付債務及び年金資産の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金及び

前払年金費用の調整表

積立型制度の退職給付債務 510,087千円

年金資産 △288,826

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 221,261

退職給付引当金 221,261

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 221,261

③ 退職給付費用

簡便法で計算した退職給付費用 43,156千円

(3) 複数事業主制度

　確定拠出制度と同様に会計処理する、複数事業主制度の企業年金基金制度への要拠出額

は、11,622千円であります。

① 複数事業主制度の直近の積立状況（2019年３月31日現在）

年金資産の額 7,015,575千円

年金財政計算上の数理債務の額と最低責任準備金との合計額 3,997,522

差引額 3,018,053

② 複数事業主制度の掛金に占める当社の割合（2020年４月30日現在）

2.92％

③ 補足説明

上記①の差引額の主な要因は、剰余金3,018,053千円であります。

なお、上記②の割合は当社の実際の負担割合とは一致しません。
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７．関連当事者との取引に関する注記

子会社及び関連会社等

種 類 会社等の名称
議決権等の
所 有
（被所有）割合

関連当事者との関係 取引内容
取引金額
（千円）

科 目
期末残高
（千円）

子 会 社
共和機械（山
東）有限公司

所有
直接　100％

当社製品の販売
役員の兼任

製品の販売
（注）

566,986 売 掛 金 49,420

取引条件及び取引条件の決定方針等

（注）製品の販売については、他の販売先と同様の方法により価格の決定をしております。

８．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 7,963円13銭

(2) １株当たり当期純利益 256円13銭

９．重要な後発事象に関する注記

　該当事項はありません。

１０．追加情報

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、世界的に建設機械業界の需要が低調に推移

する中で、需要が一層低下する状況となっております。外部の情報等に基づき、このような

状況は今後も翌事業年度中にわたって継続すると仮定し、繰延税金資産の回収可能性等の会

計上の見積りを実施しております。

　しかしながら、新型コロナウイルス感染症拡大による影響は不確定要素が多く、翌事業年

度の当社の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。
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